
■
一
定
以
上
所
得
者
の
利
用
者
負

担
の
見
直
し

　
合
計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円

以
上
の
方
の
利
用
者
負
担
割
合
が

１
割
か
ら
２
割
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る

方
に
は
利
用
者
負
担
割
合
を
記
載

し
た
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」

を
７
月
下
旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

■
低
所
得
の
施
設
利
用
者
の
食
費
・

居
住
費
の
軽
減
要
件
の
見
直
し

　
低
所
得
の
施
設
利
用
者
の
中

で
、
預
貯
金
等
が
一
定
額
（
単
身

１
千
万
円
、
夫
婦
２
千
万
円
）
を

超
え
る
場
合
や
、
配
偶
者
が
住
民

税
課
税
の
場
合
（
別
居
の
場
合
を

含
む
）
は
、
食
費
・
居
住
費
の
軽

減
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

既
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
／
現

在
お
持
ち
の
認
定
証
は
７
月
末
で

期
限
が
切
れ
ま
す
。「
更
新
の
お

知
ら
せ
」を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、

申
請
書
に
記
入
の
う
え
、
添
付
書

類
を
添
え
て
７
月
末
ま
で
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担

限
度
額
の
見
直
し

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
で
、
１
か
月
の
利
用
者
負

担
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
申
請

に
よ
り
超
え
た
金
額
が
「
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
が
、
現
役
並
み
所
得
の
方

（
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
の

方
）
は
限
度
額
が
こ
れ
ま
で
の
３

７
，２
０
０
円
か
ら
４
４
，４
０
０

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
※
現

役
並
み
所
得
者
に
該
当
す
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
同
一
世
帯
内
に
い

る
第
１
号
被
保
険
者
の
収
入
合
計

が
一
定
額
（
単
身
３
８
３
万
円
以

上
、
２
人
以
上
５
２
０
万
円
以

上
）
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
限

度
額
を
３
７
，２
０
０
円
に
戻
し

ま
す
。
戻
す
た
め
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
対
象
に
な
る
可
能
性
の

あ
る
方
に
は
、
後
日
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
。

　
在
宅
で
介
護
保
険
を
利
用
さ
れ

て
い
る
65
歳
以
上
の
方
の
う
ち
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
は
、

利
用
者
負
担
の
２
分
の
１
を
支
給

し
ま
す
。
支
給
を
受
け
る
た
め
に

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
既
に
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
、
原
則
と
し
て
再

度
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
／
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

○
介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
が
第

１
〜
３
段
階
（
住
民
税
非
課
税
世

帯
）
の
方
　
※
平
成
27
年
度
の
所

得
段
階
は
７
月
中
旬
に
送
付
す
る

介
護
保
険
制
度
を
改
正

介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
　
○
介
護
保
険
料
の
滞

納
が
な
い
方
　
※
生
活
保
護
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
対
象
に
な

り
ま
せ
ん

対
象
サ
ー
ビ
ス
／
居
宅
（
介
護
予

防
）
サ
ー
ビ
ス

　
第
１
号
被
保
険
者
の
方
に
は
平

成
27
年
度
の
保
険
料
額
を
７
月
中

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
い
き
が
い
課
介
護
推
進
担
当（
内
線
２
６
７
３
・
２
６
７
５
）

旬
（
予
定
）
に
通
知
し
ま
す
。

　
ま
た
、
転
入
・
転
出
等
に
よ
る

第
１
号
被
保
険
者
資
格
の
異
動

や
、
所
得
申
告
な
ど
に
よ
る
課
税

状
況
・
所
得
金
額
等
の
変
更
が

あ
っ
た
と
き
に
は
、
年
度
の
途
中

で
も
保
険
料
額
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

８
月
か
ら
の
改
正
内
容

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担

額
助
成
金
事
業（
鴻
巣
市
独
自
給
付
）

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
料
は

７
月
に
通
知
し
ま
す

第１号被保険者（65歳以上の方）の保険料を改正
　「鴻巣市第６期高齢者福祉計画・介護保険事業計画」がスタートし、
計画で定めたサービス費用見込額等に関する介護保険財政の均衡を保つ
ため、第１号被保険者（65歳以上の方）の保険料を下表のとおり改正し
ました。この保険料は平成27年度から平成29年度まで適用され、３年ご
とに見直しをします。
所得段階 対象者 算式 年額保険料

第１段階

■生活保護受給者
■老齢福祉年金受給者で世帯全員が住
民税非課税の方

■住民税非課税世帯の方で、前年の合
計所得金額と課税年金収入額の合計
が80万円以下の方

※　　　
基準額×

0.5

※      
28,100円

第２段階
住民税非課税世帯の方で、前年の合計
所得金額と課税年金収入額の合計が80
万円を超え120万円以下の方

基準額×
0.65 36,600円

第３段階 住民税世帯非課税の方で、上記以外の
方

基準額×
0.75 42,200円

第４段階

本人が住民税非課税(世帯内に住民税
課税者がいる場合)で前年の合計所得
金額と課税年金収入額の合計が80万円
以下の方

基準額×
0.90 50,700円

第５段階

本人が住民税非課税(世帯内に住民税
課税者がいる場合)で前年の合計所得
金額と課税年金収入額の合計が80万円
を超える方

基準額 56,300円

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得
金額が120万円未満の方

基準額×
1.20 67,600円

第７段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得
金額が120万円以上190万円未満の方

基準額×
1.30 73,200円

第８段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得
金額が190万円以上290万円未満の方

基準額×
1.50 84,500円

第９段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得
金額が290万円以上400万円未満の方

基準額×
1.70 95,700円

第10段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得
金額が400万円以上の方

基準額×
1.80 101,400円

※国の制度改正により保険料の軽減が予定されています。詳細は７月中旬に送付
する介護保険料決定通知書をご覧ください
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「ひなちゃん」と「マイナちゃん」の
社会保障・税番号（マイナンバー）制度

　このコーナーでは、今年の10月から始まる社会保
障・税番号（マイナンバー）制度について、ひなちゃん
のさまざまな疑問にマイナちゃんが答えます。ひな
ちゃんと一緒に社会保障・税番号制度について学びま
しょう！
問い合わせ／社会保障・税番号制度導入プロジェクト
（内線2297）

特定個人情報保護評価書を公表しました
　本市では、10月の番号付番に合わせて、本庁舎・両支所市政情報コーナー及び市ホームページにて、
評価書を公表しました。なお、今後は評価書を作成又は見直しの都度、順次公表していきます。
問い合わせ／社会保障・税番号制度導入プロジェクト（内線2297）

教えて！

　特定個人情報保護評価書はいつ公表するの？Q
　先月号では、個人情報漏えいに対する皆さんの不安を払拭するため、市では必ず特
定個人情報保護評価を実施して、評価書を公表しなければならない旨の説明をしまし

た。この特定個人情報保護評価書は、マイナンバーを利用する各事務のシステム準備時期
に合わせて順次作成し、公表することが義務付けられています。また、一度公表した後も、
継続的にマイナンバーを保有することから、年に１回の見直しや、制度改正やシステム改
修の際に再実施のうえ公表することが義務付けられています。

A

国のマイナンバーコールセンター
（☎ 0570 ‒ 20 ‒ 0178）
※受付時間は、９時30分～17時30分
（土・日・祝日及び年末年始を除く）

番号制度全般に関する問い合わせ

（Ａさんからの手紙）
　「鴻巣駅西口」交差点を高崎線と平行に通る道路
について、駅に向かう歩行者や自転車、車などが行
き交うには狭いと感じます。道路を拡幅することは
難しいと思いますので、駅に向かう歩行者が分散す
るための新たな改札口を設置し、安全・便利に通行
できる環境づくりを提案します。
（市長からの回答）
　鴻巣駅西口周辺は、高度経済成長期の急速な宅地
化に伴い、余裕のある幅員の道路拡幅が追いつかな
い状況にありました。道路拡幅は地権者の方々の移
転等を伴い、早急に実現することが難しい課題と考
えております。
　ご提案をいただきました鴻巣駅への新たな改札口
の設置につきましては、JR東日本㈱高崎支社に確
認したところ、安全性の観点から、駅構内において

大幅な混雑がある場合に改札口の増設を検討するよ
うで、現在、１日あたりの平均乗客数が20万人を超
える大宮駅にのみ複数の改札口を設置しているとの
ことです。
　市といたしましては、鴻巣駅西口をご利用される
方々の安全性と利便性を向上させるため、平成26年
３月に鴻巣駅西口広場の改修工事を実施したところ
です。
　また、鴻巣駅北側に位置し、JR高崎線と立体交差
する三谷橋大間線（こうのとり通り）が平成25年４
月に開通したことで、幹線道路への車両誘導を促し、
生活道路を通行する車両の軽減を図っております。
　今後も、良好で安全な道路環境の維持に努めてま
いりますので、ご理解いただきますようお願いいた
します。

（担当：道路課計画担当）

市民の皆さんからお寄せいただいた手紙等をご紹介します。

問い合わせ
秘書課（内線2014）

生活満足度向上を目指して「あなたがまちの主役です」
「市長への手紙・メール」の中から　No.111
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